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GW 期間かなり高温になる可能性 
～高温時の除草剤薬害に注意！～ 

 

 

 

 

 

 

  →ハウス側面を十分に開放して、ハウス内温度の上昇を防ぐ。 

  →ハウスの喚気に伴い、床土が乾きやすくなるため、よく観察する。 

  →葉の萎凋が生じないように、ハウスからの搬出前にかん水する。 

  →水田への搬出後も必要に応じてかん水する。 

  →異常高温時には高温で薬害が発生しやすい表示のある除草剤の使用は避けま

しょう。 

  →高温により、雑草の発芽や生育が早まるため、雑草の発生状況を観察し、除草

剤の散布適期を逃さないようにする。 

 

 

 

 

【発行者】新潟農業普及指導センター 

新津庁舎：0250-24-9626、津川分室：0254-92-0965 

５月２日頃までは気温は低くなりますが、その後かなりの高温になる可能性が

あります。さらに、５月 10 日頃からは気温が高くなる見込みです。育苗ハウス

内の温度管理の徹底、使用予定の除草剤ラベルの確認を行いましょう。 

暑くなることが見込まれます。 

熱中症に気を付けましょう！ 

トラクター・田植機等の大きな機械での作業が続きます。 

農作業事故に気を付けましょう！ 


